
一

ス
ッ
タ
・
ニ
・
〈
１
夕
の
第
五
章
・
〈
－
ラ
ー
ヤ
ナ
に
、
．
ア
ジ
タ
と

以
下
の
小
稲
は
、
赤
沼
教
授
の
印
度
佛
教
固
有
名
詞
辞
典
に
そ
の

初
期
の
資
料
が
示
さ
れ
、
望
月
教
授
の
佛
教
大
辞
典
に
そ
の
跡
が
く

わ
し
く
辿
ら
れ
た
弥
勒
説
話
の
展
開
を
、
Ｅ
・
ラ
モ
ー
ト
教
授
が
、

そ
の
大
著
「
イ
ン
ド
仏
教
史
」
の
中
（
喝
．
弓
？
認
ら
に
、
明
ら
か

に
右
の
両
辞
典
に
多
く
の
資
料
を
負
い
な
が
ら
、
整
理
・
論
述
し
た

と
こ
ろ
、
香
川
教
授
が
最
近
さ
ら
に
く
わ
し
く
論
じ
た
と
こ
ろ
（
印

佛
研
二
四
、
佛
教
大
学
研
究
紀
要
四
四
・
四
五
）
に
、
ほ
と
ん
ど
何

物
を
も
加
え
た
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
阿
含
経
典
よ
り
大
乗
文
学

が
展
開
し
た
そ
の
筋
道
に
、
深
い
関
心
を
も
つ
一
人
と
し
て
、
こ
の
興

味
深
い
説
話
の
、
生
長
発
展
す
る
過
程
に
い
っ
そ
う
の
注
意
を
払
い

な
が
ら
、
先
学
の
解
明
さ
れ
た
跡
を
追
っ
て
、
段
階
的
に
整
理
し
て

見
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。

弥

勒
と

阿

逸
多

①

テ
ィ
ッ
サ
・
メ
ッ
テ
イ
ャ
な
る
二
青
年
が
婆
羅
門
バ
ー
ヴ
リ
ー
の

弟
子
と
し
て
登
場
す
る
。

ゞ
ハ
ー
ブ
リ
ー
は
も
と
〈
コ
ー
サ
ラ
族
の
美
し
い
都
〉
、
す
な
わ
ち

舎
衛
城
、
に
い
た
（
註
釈
に
よ
れ
ば
、
そ
の
国
の
．
〈
セ
‐
‐
ナ
デ
ィ
王
の

輔
師
で
あ
っ
た
）
が
、
そ
こ
か
ら
〈
南
の
国
（
ダ
ッ
キ
ナ
ー
・
〈
‐
夕
）
〉
、

す
な
わ
ち
デ
カ
ン
地
方
、
に
移
っ
て
来
た
修
行
者
で
、
〈
ゞ
コ
ー
ダ

ブ
リ
ー
河
畔
、
ア
ッ
サ
カ
ー
国
と
ア
ラ
カ
国
と
（
註
釈
に
よ
れ
ば
、

い
ず
れ
も
ア
ン
ド
ラ
国
の
一
部
）
の
中
間
の
地
（
註
釈
に
よ
れ
ば
、
カ
ピ

ッ
タ
樹
Ｉ
英
語
で
君
。
８
餌
弓
ざ
ま
た
は
：
冒
菖
圃
昌
の
と
呼
ば

れ
る
果
樹
ｌ
の
森
）
に
〉
庵
を
構
え
て
住
ん
で
い
た
（
普
爵
ゞ
§
）
．

齢
は
百
二
十
歳
に
達
し
、
三
十
二
相
の
中
の
三
相
ま
で
を
具
え
て

い
た
と
い
う
（
ｇ
己
ら
）
。
（
大
智
度
論
巻
四
に
〈
婆
肱
隷
婆
羅
門
有
三

相
〉
と
い
い
、
同
巻
二
九
に
〈
又
如
弥
勒
菩
薩
白
衣
時
師
名
肱
婆
型
、
有

三
相
、
一
眉
間
白
毛
相
、
二
舌
覆
面
相
、
一
二
陰
蔵
相
〉
と
い
う
。
し
か
し
、

桜

部

建
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賢
愚
経
巻
一
二
で
は
〈
身
有
両
相
、
一
髪
紺
青
、
二
広
長
舌
〉
と
あ
る
。
）

す
ぐ
れ
た
婆
羅
門
で
、
も
ろ
も
ろ
の
マ
ン
ト
ラ
、
三
ヴ
ェ
ー
ダ
、

六
支
の
ヴ
ェ
ー
ダ
学
な
ど
に
通
じ
て
い
た
（
普
己
岳
、
ぢ
ぢ
》
炉
℃

②

や
筐
函
函
雪
）
。
ゞ
ハ
ー
ヴ
リ
ー
は
あ
る
時
斎
会
を
設
け
て
多
く
の
修

行
者
に
金
品
を
供
養
し
た
が
、
会
の
果
て
た
の
ち
に
な
っ
て
、
一

人
の
婆
羅
門
が
来
て
彼
に
五
百
金
の
喜
捨
を
乞
う
た
。
既
に
与
え

る
物
の
な
い
今
〈
１
ヴ
リ
ー
が
そ
れ
を
断
わ
る
と
、
婆
羅
門
は
お
そ

ろ
し
い
呪
い
の
言
葉
を
残
し
て
去
っ
た
。
怖
れ
憂
う
る
バ
ー
ヴ
リ

ー
の
前
に
一
天
子
が
現
わ
れ
て
、
シ
ャ
ヵ
ム
ニ
佛
の
許
へ
行
っ
て

教
を
乞
え
と
勧
め
る
。
そ
こ
で
零
〈
－
ブ
リ
ー
は
弟
子
の
十
六
人
の

青
年
を
佛
の
許
へ
遣
っ
て
教
を
聴
か
し
め
る
。
長
途
の
旅
の
果
て

に
マ
ガ
ダ
国
王
舎
城
の
。
〈
１
サ
ー
ナ
ヵ
廟
に
至
り
佛
に
謁
し
た
十

六
人
は
佛
に
問
い
を
発
す
る
。
佛
の
答
え
に
喜
悦
し
た
彼
ら
は
い

ず
れ
も
佛
の
許
に
あ
っ
て
梵
行
を
修
す
る
こ
と
に
な
る
。
十
六
人

の
中
の
最
年
長
者
名
目
量
や
思
巴
ピ
ン
ギ
ャ
独
り
が
バ
ー
ブ
リ

ー
の
許
に
還
っ
て
師
に
そ
の
旨
を
報
じ
た
。
（
註
釈
に
よ
れ
ば
、
そ

れ
を
聞
い
て
バ
ー
。
ワ
リ
ー
は
不
還
果
を
獲
た
と
い
う
。
）

以
上
が
ス
ッ
タ
・
’
一
。
〈
－
タ
第
五
章
の
大
筋
で
あ
る
が
そ
の
物

語
の
中
で
、
ア
ジ
タ
と
テ
ィ
ッ
サ
・
メ
ッ
テ
イ
ヤ
と
は
特
に
重
要

な
役
を
演
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
佛
の
許
に
至
っ
た
十
六
人

の
中
で
ま
ず
問
い
を
発
す
る
の
は
ア
ジ
タ
で
あ
り
次
い
で
は
テ
ィ

ツ
サ
・
メ
ッ
テ
イ
ヤ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
し
て
十
六
人
を
列
挙

す
る
時
に
は
ア
ジ
タ
と
テ
ィ
ッ
サ
・
メ
ッ
テ
イ
ャ
と
が
常
に
筆
頭

に
置
か
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
二
人
が
十
六
人
の
中
で
他
と

き
わ
立
っ
て
特
に
す
ぐ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
し
、
師
バ
ー
ヴ

リ
ー
と
特
に
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
こ
の

物
語
の
中
で
、
彼
ら
は
た
だ
十
六
人
の
弟
子
の
中
の
二
人
と
い
う

に
と
ど
ま
る
。

と
こ
ろ
で
、
。
〈
－
リ
の
註
釈
文
献
に
よ
る
と
、
ア
ジ
タ
は
舎
衛

城
の
婆
羅
門
の
子
で
、
父
は
コ
ー
サ
ラ
王
の
大
臣
で
あ
っ
た
。
出

家
し
て
バ
ー
ヴ
リ
ー
の
教
を
受
け
、
同
じ
《
「
｜
－
ダ
ブ
リ
ー
河
畔
の

カ
ピ
ッ
タ
樹
の
森
に
住
し
た
角
巨
阻
や
園
）
、
と
い
い
、
彼
は
ま

た
バ
ー
ブ
リ
ー
の
甥
で
あ
っ
た
（
曾
胃
函
召
ゞ
シ
シ
自
困
ｇ
、
と
も

い
う
。
こ
こ
で
は
す
で
に
ア
ジ
タ
は
他
の
弟
子
と
異
っ
て
師
バ
ー

ブ
リ
ー
と
親
縁
関
係
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

テ
ィ
ッ
サ
・
メ
ッ
テ
イ
ャ
の
素
姓
に
つ
い
て
。
〈
－
リ
文
献
が
明
ら

か
に
す
る
と
こ
ろ
は
少
い
（
ス
ッ
タ
◇
’
一
。
〈
－
タ
の
註
に
よ
る
と
、
こ

こ
の
テ
ィ
ッ
サ
・
メ
ッ
テ
イ
ヤ
は
名
を
テ
ィ
ッ
サ
姓
を
メ
ヅ
テ
イ
ヤ
と
い

う
一
人
の
人
物
で
あ
る
が
、
別
に
テ
ィ
ッ
サ
と
メ
ッ
テ
イ
ャ
と
な
る
別
炎

な
二
人
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
テ
ィ
ッ
サ
は
舎
衛
城
の
人
で
、
メ
ヅ
テ
イ

ャ
と
は
親
友
で
あ
っ
た
。
共
に
出
家
し
た
が
テ
ィ
ッ
サ
は
中
途
で
退
転
し

還
俗
し
た
。
の
ち
、
伽
が
テ
ィ
ッ
サ
の
村
を
通
っ
た
時
、
メ
ッ
テ
イ
ヤ

は
テ
ィ
ッ
サ
を
佛
の
許
に
連
れ
て
来
た
。
そ
の
時
佛
の
説
い
た
の
が
ス
ッ

今 戸
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タ
・
｝
一
・
〈
ｌ
タ
第
四
章
第
七
経
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
こ
の
経
の
内
容

は
た
だ
メ
ッ
テ
イ
ヤ
の
問
い
に
対
し
て
伽
が
性
交
の
避
く
尋
へ
き
こ
と
を
説

く
も
の
に
す
ぎ
な
い
し
、
そ
れ
に
相
当
す
る
漢
訳
義
足
経
第
七
経
に
附
せ

ら
れ
た
因
縁
弾
に
も
テ
ィ
ッ
サ
に
つ
い
て
は
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
）

が
大
乗
の
文
献
を
捜
る
と
、
観
弥
勒
菩
薩
上
生
兜
率
天
経
に
〈
弥

勒
冒
昌
可
①
冨
先
於
波
羅
捺
ぐ
騨
国
画
四
巴
国
劫
波
利
悶
§
目

今
）
村
波
婆
利
国
固
く
Ｐ
風
大
婆
羅
門
家
生
〉
と
あ
り
、
梵
文
華
厳

経
入
法
界
品
で
は
、
弥
勒
菩
薩
は
善
財
に
答
え
て
〈
わ
た
し
は
…

．
・
南
の
国
己
凹
冨
冒
号
鼻
冨
の
産
、
マ
ー
ラ
タ
冒
昌
四
国
地
方

（
六
十
華
厳
で
は
〈
摩
離
国
〉
、
八
十
。
四
十
華
厳
で
は
〈
摩
羅
提
国
〉
）

の
ク
ー
タ
村
民
貝
紺
国
目
己
３
（
六
十
華
厳
に
〈
楼
観
〉
と
い
う
は

嶺
鼻
樹
胃
騨
か
？
八
十
・
四
十
華
厳
に
〈
房
舎
〉
と
い
う
ば
員
亘
は
．

悶
巨
宜
圃
な
ど
の
語
形
で
あ
っ
た
か
？
六
十
華
厳
で
〈
拘
提
聚
落
〉
八

十
華
厳
で
〈
拘
距
聚
落
〉
と
い
う
文
字
も
用
い
て
い
る
）
に
・
・
…
。
生
れ

た
〉
と
い
う
。
い
ず
れ
も
、
菩
薩
弥
勒
の
出
生
を
説
く
に
当
っ
て
、

中
天
竺
か
ら
南
天
竺
に
移
り
住
ん
だ
婆
羅
門
バ
ー
ヴ
リ
ー
と
弥
勒

（
マ
ー
イ
ト
レ
ー
ャ
、
メ
ッ
テ
イ
ャ
）
と
の
親
縁
関
係
が
強
く
記
憶
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

註
①
赤
沼
・
立
花
・
マ
ラ
ラ
セ
ー
ヶ
ー
ラ
ら
の
学
者
は
切
習
、
⑳
国
と
し
、
中

村
・
水
野
博
士
は
国
習
胃
冒
と
す
る
。
テ
キ
ス
ト
に
実
際
あ
ら
わ
れ

る
形
は
主
格
の
国
留
色
剴
と
対
格
の
国
習
胃
目
属
格
の
国
習
肖
尉
閨

で
あ
る
か
ら
圃
習
凹
臥
に
も
、
響
胃
旨
に
も
と
れ
る
。
異
本
に
あ

玉

さ
て
、
未
来
佛
弥
勒
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
も
ち
ろ
ん
あ
ま
り

数
は
多
く
な
い
が
、
す
で
に
阿
含
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
の
弥

勒
、
メ
ッ
テ
イ
ャ
、
は
も
と
よ
り
・
〈
－
ラ
ー
ャ
ナ
に
登
場
す
る
テ

ィ
ッ
サ
・
メ
ッ
テ
イ
ャ
と
は
全
く
別
で
あ
り
、
何
の
関
係
も
な
く

語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

長
部
第
二
六
経
（
長
阿
含
第
六
経
）
に
よ
れ
ば
、
未
来
、
人
寿
八

万
歳
の
時
、
メ
ッ
テ
イ
ャ
と
名
づ
け
る
佛
が
世
に
現
わ
れ
、
今
こ

の
世
に
お
い
て
シ
ャ
ヵ
ム
’
一
佛
が
州
世
し
独
り
証
悟
し
法
を
説
き

比
丘
衆
に
囲
達
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
か
の
佛
も
同
じ
く
独
り
証

悟
し
法
を
説
き
比
丘
衆
に
囲
達
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
ハ
ー

ラ
ー
ナ
シ
ー
は
ケ
ー
ト
ゥ
マ
テ
ィ
ー
と
呼
ば
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、

そ
こ
に
サ
ン
カ
、
懐
伽
、
と
名
づ
け
る
王
が
出
て
、
転
輪
聖
王
と

し
て
正
法
を
も
っ
て
四
天
下
を
統
治
す
る
が
、
や
が
て
そ
の
王
宮

っ
て
は
主
格
嗣
習
四
国
も
あ
ら
わ
れ
る
か
ら
ラ
モ
ー
ト
師
の
よ
う
に

国
胃
四
国
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

②
な
お
、
赤
沼
辞
典
も
、
そ
れ
を
踏
襲
し
て
ラ
モ
ー
ト
師
の
佛
教
史

も
、
阿
羅
漢
具
徳
経
に
〈
復
有
声
聞
具
大
捨
行
、
婆
那
梨
芯
栂
〉
と

あ
る
婆
那
梨
を
も
顎
ハ
ー
ヴ
リ
ー
と
見
倣
そ
う
と
す
る
が
、
、
ハ
ー
ヴ
リ

ー
が
比
丘
に
な
っ
た
と
は
何
処
に
も
見
え
ず
、
そ
う
見
る
の
は
無
理

で
あ
ろ
う
。

一
一
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を
讓
り
（
長
阿
含
第
六
経
で
は
、
大
宝
瞳
を
壊
し
て
そ
れ
を
も
っ
て
）
人

人
に
布
施
を
な
し
た
後
、
メ
ッ
テ
イ
ャ
如
来
の
下
で
出
家
し
、
つ

い
に
証
悟
を
得
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
。
。
〈
－
リ
文
献
に
見
え
る

未
来
佛
メ
ッ
テ
イ
ヤ
に
つ
い
て
の
繩
っ
た
記
録
は
こ
れ
一
つ
で
あ

ろ
う
。
他
は
い
ず
れ
も
断
片
的
な
記
述
で
あ
る
。
ブ
ッ
ダ
・
ブ
ン

サ
六
五
頁
、
ミ
リ
ン
ダ
。
ハ
ン
ハ
ニ
ニ
四
頁
、
ヴ
ィ
ス
ッ
デ
ィ
マ
ツ

ガ
四
七
頁
、
七
一
三
頁
、
な
ど
は
た
だ
メ
ッ
テ
イ
ャ
佛
の
名
を
挙

げ
る
の
み
。
ヴ
ィ
ス
ッ
デ
ィ
マ
ツ
ガ
四
三
四
頁
（
ア
ッ
タ
サ
ー
リ
ニ

Ｉ
四
一
五
頁
）
に
は
↑
弥
勒
佛
出
世
の
時
の
父
の
名
を
ス
ブ
ラ
フ
マ

ー
、
母
の
名
を
ブ
ラ
フ
マ
ワ
テ
ィ
と
し
て
い
る
。
マ
〈
ｌ
ブ
ン
サ

四
三
六
頁
に
は
、
こ
の
世
に
降
誕
す
る
前
の
菩
薩
弥
勒
が
兜
率
天

に
在
る
こ
と
、
こ
の
世
で
弥
勒
の
父
母
と
な
る
の
は
ド
ゥ
ッ
タ
ガ

ー
言
－
１
王
の
父
母
で
あ
っ
て
、
王
と
そ
の
弟
サ
ッ
ダ
ー
テ
ィ
ッ

サ
は
弥
勒
の
最
初
の
弟
子
と
な
る
こ
と
、
な
ど
を
記
す
。

漢
訳
増
一
阿
含
巻
四
四
、
十
不
善
品
第
四
八
の
第
三
経
（
大
正

大
蔵
経
第
四
五
三
弥
勒
下
生
経
と
は
ほ
と
ん
ど
同
文
。
第
四
五
四
・
四
五

五
の
二
つ
の
弥
勒
下
生
成
佛
経
、
第
四
五
六
弥
勒
来
成
佛
経
、
第
四
五
七

弥
勒
来
時
経
な
ど
と
は
ほ
ぼ
．
〈
ラ
レ
ル
）
に
至
る
と
、
長
部
・
長
阿
含

に
見
え
る
物
語
の
内
容
に
新
し
い
要
素
が
加
わ
り
大
き
な
発
展
を

示
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
阿
難
の
請
い
に
対
え
て
佛
は
説
く
。
未
来
、
人
寿

八
万
四
千
歳
の
時
、
難
頭
園
の
目
昌
四
は
城
に
現
わ
れ
た
転
輪
聖
王

嬢
怯
殴
房
冒
の
大
臣
は
修
梵
摩
留
厚
昌
日
脚
と
い
い
，
そ
の

妻
は
梵
摩
越
陣
昌
日
ゆ
く
、
目
と
い
う
。
弥
勒
菩
薩
は
兜
率
天
か

ら
降
下
し
て
、
梵
摩
越
の
胎
に
宿
り
、
そ
の
右
脇
か
ら
こ
の
世
に

誕
生
す
る
。
経
に
は
、
そ
の
相
容
を
〈
有
三
十
二
相
八
十
種
好
、

荘
厳
其
身
、
身
黄
金
色
〉
と
い
う
。
修
梵
摩
は
そ
の
子
を
弥
勒
と

命
名
す
る
。
弥
勒
は
や
が
て
出
家
の
志
を
起
し
（
大
正
第
四
五
四
、

五
五
、
五
六
経
で
は
餉
怯
王
の
金
瞳
が
わ
ず
か
の
間
に
殴
斫
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
弥
勒
が
世
の
無
常
を
感
ず
る
こ
と
を
そ
の
機
縁
と
す
る
）
、
〈
龍

華
〉
樹
の
下
に
て
成
道
す
る
。
魔
王
（
第
四
五
六
経
で
は
〈
四
天
王
〉
、

第
四
五
四
経
で
は
〈
諸
天
龍
神
〉
）
は
こ
れ
を
知
っ
て
人
人
に
、
弥
勒
に

就
い
て
速
か
に
出
家
す
、
へ
き
を
勧
め
る
。
難
頭
の
長
者
善
財
は
八

万
四
千
の
徒
と
共
に
弥
勒
佛
の
許
に
至
っ
て
出
家
し
み
な
阿
羅
漢

果
を
得
る
。
嬢
怯
王
は
財
宝
を
人
人
に
布
施
し
て
八
万
四
千
の
臣

と
共
に
弥
勒
佛
の
許
に
赴
い
て
出
家
し
、
み
な
阿
羅
漢
果
を
得
る

（
が
、
修
梵
摩
ひ
と
り
応
果
に
達
せ
ず
須
陀
恒
を
獲
る
の
み
で
あ
る
）
。
梵

摩
越
も
四
万
八
千
の
侍
女
ら
と
共
に
出
家
し
、
み
な
阿
羅
漢
果
を

①

得
る
（
の
に
、
彼
女
ひ
と
り
得
ら
れ
ず
、
須
陀
恒
に
留
ま
る
）
・
さ
て
～
大
迦

葉
は
シ
ャ
ヵ
ム
’
一
佛
の
意
を
承
け
、
佛
の
滅
後
も
般
浬
梁
し
な
い

で
弥
勒
世
尊
の
出
世
を
待
ち
つ
つ
、
マ
ガ
ダ
国
の
毘
提
村
の
山
中

（
第
四
五
四
経
で
は
耆
闇
堀
山
中
の
狼
跡
山
）
に
在
る
が
、
弥
勒
佛
は

今 均
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そ
の
山
中
に
到
っ
て
迦
葉
に
会
い
、
衆
に
対
っ
て
迦
葉
を
讃
え
る
。

そ
し
て
迦
葉
の
衣
を
取
っ
て
自
ら
そ
れ
を
身
に
着
け
る
。
す
る
と

迦
葉
の
身
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
消
散
す
る
（
第
四
五
六
経
で
は
、
迦
葉

が
神
通
を
示
し
た
後
〈
身
上
出
火
入
浬
典
〉
す
る
）
。
こ
う
し
て
最
後
に
、

弥
勒
佛
に
三
会
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
三
会
に
会
す
る
有
情
は
す
べ

て
シ
ャ
カ
ム
’
一
佛
の
下
に
在
っ
て
法
に
遭
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
説
か
れ
て
こ
の
興
味
深
い
弥
勒
説
話
は
了
る
。
（
根
本
説
一
切
有

部
毘
奈
耶
薬
事
巻
六
に
も
こ
の
説
話
は
見
出
さ
れ
、
そ
こ
で
は
、
餉
怯
王

が
弥
勒
佛
の
下
に
出
家
し
た
機
縁
が
、
王
の
七
宝
の
消
失
し
た
こ
と
に
あ

る
こ
と
、
中
天
竺
に
宝
光
如
来
出
世
の
時
、
北
天
竺
に
多
財
王
あ
り
、
中
天

竺
に
摩
娑
婆
王
あ
り
、
ガ
ン
ジ
ス
河
を
挾
ん
で
戦
お
う
と
し
た
が
、
多
財

王
は
中
天
竺
に
宝
光
佛
在
り
と
知
り
和
議
を
容
れ
両
者
和
す
る
時
、
佛
、

摩
娑
婆
の
転
輪
王
餉
怯
な
る
。
へ
き
こ
と
、
多
財
の
弥
勒
佛
た
る
。
へ
き
こ
と

を
擬
記
し
、
〈
佛
与
嶮
王
二
宝
同
時
出
現
〉
を
予
言
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

未
来
人
寿
八
万
歳
の
時
こ
の
こ
と
あ
る
と
い
う
こ
と
、
な
ど
さ
ら
に
幾
分

新
し
い
要
素
が
加
わ
っ
て
い
る
。
）

こ
の
増
一
阿
含
経
お
よ
び
弥
勒
下
生
経
類
に
見
え
る
弥
勒
説
話

の
新
た
な
進
展
に
あ
ら
わ
れ
た
特
徴
的
な
性
格
は
、
シ
ャ
ヵ
ム
’
一

佛
と
弥
勒
佛
と
の
間
の
法
の
脈
絡
の
強
調
で
あ
り
、
そ
の
脈
絡
を

身
を
も
っ
て
示
す
の
が
正
法
の
結
集
者
で
あ
り
伝
持
者
で
あ
る
佛

弟
子
大
迦
葉
な
の
で
あ
る
。
大
迦
葉
が
如
来
の
衣
を
伝
え
る
こ
と

彼
が
山
中
に
入
っ
て
弥
勒
佛
の
出
世
を
待
つ
こ
と
、
に
つ
い
て
は

種
種
な
伝
承
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

相
応
部
第
一
六
迦
葉
相
応
第
二
経
に
は
、
迦
葉
が
在
家
の
時

用
い
て
い
た
衣
を
裁
断
し
て
僧
伽
梨
衣
と
し
て
出
家
し
た
こ
と
、

出
家
の
の
ち
、
あ
る
時
、
世
尊
を
迎
え
て
そ
の
僧
伽
梨
衣
を
四
つ

に
畳
ん
で
そ
の
上
に
世
尊
を
招
じ
た
こ
と
、
世
尊
が
そ
の
衣
の
柔

軟
な
こ
と
を
嘆
じ
た
こ
と
、
迦
葉
が
僧
伽
梨
衣
を
世
尊
に
献
じ
、

世
尊
の
着
用
し
て
い
た
粗
布
の
糞
雑
衣
を
受
け
た
こ
と
、
そ
れ
に

よ
っ
て
迦
葉
が
ま
さ
し
く
世
尊
の
嗣
子
・
法
の
相
続
者
で
あ
る
と

の
自
覚
を
も
っ
た
こ
と
＄
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
。
〈
Ｉ
リ
経
典

に
相
当
す
る
漢
訳
、
雑
阿
含
巻
四
一
第
二
四
経
、
に
よ
れ
ば
、
迦

葉
の
出
家
以
前
に
着
用
し
て
い
た
衣
は
〈
百
千
金
貴
価
之
衣
〉
で

あ
っ
た
。
出
家
し
て
、
彼
は
そ
れ
を
〈
段
段
割
徴
為
僧
伽
梨
衣
〉

と
し
た
、
と
い
う
。
ま
た
、
別
訳
雑
阿
含
巻
六
第
一
三
経
で
は
、

迦
葉
の
家
は
富
ん
で
い
て
、
そ
の
出
家
の
時
に
は
家
に
あ
る
最
下

等
の
衣
を
着
け
て
出
た
が
、
そ
れ
す
ら
〈
其
価
猶
直
十
万
両
金
〉

で
あ
り
、
迦
葉
は
惜
し
げ
も
な
く
そ
れ
を
散
っ
て
僧
伽
梨
衣
と
し

註
①
弥
勒
の
両
親
だ
け
は
阿
羅
漢
果
に
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
記
述
は
、

増
一
阿
含
（
お
よ
び
そ
れ
と
同
文
の
第
四
五
三
弥
勒
下
生
経
）
に
の

み
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
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た
、
と
い
う
。
大
智
度
論
巻
二
二
に
も
同
様
に
い
う
。
迦
葉
が
世

尊
よ
り
衣
を
受
け
て
；
自
ら
法
の
相
続
者
で
あ
る
と
の
自
覚
を
も

っ
た
こ
と
が
、
迦
葉
を
し
て
第
一
結
集
の
首
唱
者
た
ら
し
め
た
所

以
で
あ
る
、
と
の
理
解
は
、
マ
ハ
ー
ブ
ン
サ
Ⅲ
４
に
見
ら
れ
る
。

迦
葉
が
釈
迦
牟
尼
佛
の
滅
後
も
世
に
留
ま
っ
て
弥
勒
佛
の
出
世

を
待
つ
こ
と
は
；
増
一
阿
含
巻
三
五
、
莫
畏
品
第
四
一
の
第
五
経

に
佛
が
迦
葉
を
讃
え
て
、
過
去
の
諸
佛
の
頭
陀
行
比
丘
は
〈
法
存

則
存
、
法
没
則
没
〉
で
あ
る
が
、
わ
が
迦
葉
は
〈
留
住
在
世
、
弥

勒
佛
出
世
然
後
取
滅
度
〉
で
あ
る
、
と
説
く
と
一
」
ろ
な
ど
に
、
既

に
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
迦
葉
が
、
弥
勒
佛
を
待
つ
間
、
王
舎
城
外

の
山
中
に
身
を
隠
す
物
語
は
、
阿
含
に
続
く
種
種
の
経
論
に
、
さ

ま
ざ
ま
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
大
毘
婆
沙
論
巻
一
三
五
に
よ
れ
ば
、

①

王
舎
城
の
難
足
山
に
は
三
峰
が
あ
っ
た
。
大
迦
葉
波
は
こ
の
山
に

登
り
、
「
慈
氏
如
来
の
出
世
ま
で
わ
が
身
と
納
鉢
と
杖
と
を
久
住

し
て
壊
せ
ざ
ら
し
め
ん
」
と
発
願
し
て
、
般
浬
薬
す
る
。
三
峰
は

合
し
て
一
と
な
っ
て
迦
葉
の
身
を
覆
う
。
や
が
て
弥
勒
佛
出
世
し

て
、
衆
と
共
に
こ
こ
に
来
り
、
右
手
を
も
っ
て
難
足
山
の
頂
を
撫

で
る
と
峰
は
ま
た
三
分
し
て
、
迦
葉
が
納
鉢
と
杖
を
持
っ
て
中
よ

り
出
で
て
空
中
に
上
る
。
衆
み
な
嘆
じ
て
そ
の
心
が
〈
調
柔
〉
さ

れ
る
、
と
い
う
。
も
っ
と
も
、
迦
葉
は
未
来
世
ま
で
浬
藥
に
入
ら

ず
〈
慈
氏
佛
時
＄
方
取
滅
度
〉
と
す
る
見
解
も
同
じ
婆
沙
論
に
見

え
て
い
る
。
佛
本
行
集
経
巻
四
七
に
よ
れ
ば
、
摩
訶
迦
葉
は
命
終

ら
ん
と
し
て
、
山
中
に
入
り
〈
願
我
此
身
、
勿
令
散
壊
、
乃
至
弥

勒
如
来
…
…
出
見
我
身
也
〉
と
発
願
し
、
命
終
し
て
無
余
浬
梁
に

入
っ
た
。
〈
彼
浬
樂
後
、
二
山
還
合
〉
。
未
来
に
、
弥
勒
如
来
が
出

世
し
て
、
衆
と
共
に
〈
至
彼
処
已
、
時
彼
両
山
、
即
便
両
開
…
：

見
大
迦
葉
比
丘
舎
利
不
散
不
壊
、
唯
著
僧
伽
梨
〉
。
こ
れ
に
よ
っ

て
衆
み
な
清
浄
法
眼
を
得
る
、
と
い
う
。
大
智
度
諭
巻
三
で
は
、

長
老
摩
訶
迦
葉
は
耆
闇
堀
山
上
で
衆
に
無
常
を
説
き
、
佛
よ
り
得

た
僧
伽
梨
を
着
け
て
衣
鉢
を
持
し
杖
を
と
り
虚
空
に
上
っ
て
神
変

を
示
し
、
〈
直
入
山
頭
石
中
、
加
入
軟
墾
〉
。
そ
こ
て
山
は
還
た
合

し
た
。
未
来
に
、
弥
勒
佛
は
此
処
に
至
っ
て
、
足
指
を
も
っ
て
耆

閣
蛎
山
を
〈
扣
開
〉
す
る
。
迦
葉
の
〈
骨
身
〉
が
僧
伽
梨
を
著
け
て

出
で
弥
勒
の
足
を
拝
し
、
空
中
に
上
っ
て
前
の
よ
う
に
神
変
を
示

し
、
空
中
で
身
を
減
し
て
般
浬
梁
す
る
。
衆
み
な
こ
れ
を
見
、
弥

勒
佛
の
説
法
を
聴
い
て
〈
大
厭
心
〉
を
起
す
、
と
い
う
。
阿
育
王

経
巻
七
に
よ
れ
ば
、
迦
葉
は
難
足
山
に
て
燕
雑
僧
伽
梨
を
も
っ
て

身
を
覆
い
浬
渠
に
入
る
。
三
山
合
し
て
迦
葉
の
身
を
俺
う
。
阿
閣

世
王
が
聞
い
て
驚
い
て
山
に
行
く
と
山
お
の
ず
か
ら
開
い
て
迦
葉

を
見
る
を
得
た
。
王
は
迦
葉
を
礼
し
た
の
ち
、
薪
を
求
め
て
〈
闇

維
〉
に
附
し
よ
う
と
す
る
と
、
阿
雛
が
こ
れ
を
止
め
て
、
迦
葉
の

身
は
神
力
の
持
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
、
未
来
に
弥
勒
佛
が
出
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中
阿
含
第
六
六
説
本
経
は
。
〈
－
リ
蔵
経
中
に
相
当
経
典
が
無
い

（
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
十
の
偶
だ
け
は
テ
ー
ラ
・
カ
ー
タ
ｉ
に
相
応
偶
が

見
出
さ
れ
る
）
が
、
異
訳
単
経
古
来
世
時
経
が
あ
り
、
大
智
度
論
巻

①

一
に
も
引
か
れ
、
倶
舎
論
巻
三
○
に
も
引
か
れ
て
い
る
。
こ
と
に

智
度
論
で
は
、
〈
佛
於
三
蔵
中
、
広
引
種
種
諸
嚥
、
為
声
聞
説
法
、

不
説
菩
薩
道
、
唯
中
阿
含
本
末
経
中
、
佛
記
弥
勒
菩
薩
、
汝
当
来

世
当
得
作
佛
、
号
字
弥
勒
〉
と
い
っ
て
、
そ
の
弥
勒
菩
薩
へ
の
関

説
が
大
乗
佛
教
の
立
場
か
ら
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
経
典
で
は
、
先
の
。
〈
－
ラ
ー
ャ
ナ
の
中
で
、
、
〈
－
ヴ
リ
ー

の
下
で
相
弟
子
で
あ
っ
た
ア
ジ
タ
と
弥
勒
と
が
、
今
シ
ャ
カ
ム
ニ

世
し
此
処
に
来
て
迦
葉
の
身
を
あ
ら
わ
し
諸
弟
子
は
そ
れ
に
よ
っ

て
阿
羅
漢
果
を
証
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
＄
を
説
く
。
阿
闇
世
王
が

城
に
還
る
と
三
山
は
還
た
び
合
し
て
迦
葉
の
身
を
覆
っ
た
。
王
は

こ
の
山
上
に
塔
を
建
て
て
供
養
し
た
、
と
い
う
。

註
①
属
ロ
鳥
屋
冨
凰
§
》
尻
目
丙
冒
苗
圃
目
）
炭
胃
冒
冨
冨
恵
８
な
ど
の

語
形
が
見
ら
れ
る
。
。
〈
ｌ
リ
語
形
は
嵐
具
冒
冨
冒
目
で
あ
る
。

○
日
巨
凰
目
冨
の
異
名
が
あ
り
、
先
に
あ
げ
た
有
部
毘
奈
耶
薬
事
に

は
〈
尊
足
山
〉
と
あ
る
。
や
は
り
上
掲
の
弥
勒
来
成
佛
経
に
〈
狼
跡

山
〉
と
あ
る
は
再
白
戸
丙
ｐ
Ｈ
四
も
ｐ
Ｑ
四
あ
る
い
は
詳
巨
鼻
巨
国
も
且
四
と
で

も
あ
っ
た
か
。

四

佛
の
下
で
ま
た
相
弟
子
で
あ
り
、
さ
ら
に
未
来
の
世
に
お
い
て
も

一
人
は
転
輪
聖
王
シ
ャ
ン
ヵ
と
し
て
、
一
人
は
正
等
覚
者
弥
勒
と

し
て
相
連
れ
て
出
現
す
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
そ
の
点
で
こ
の
経

は
、
先
の
パ
ー
ラ
ー
ャ
ナ
の
説
話
と
未
来
佛
弥
勒
の
説
話
と
を
結

び
つ
け
る
最
初
の
も
の
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

世
尊
が
比
丘
ら
に
対
っ
て
説
く
。
〈
未
来
久
遠
、
当
有
人
民
寿
八

万
歳
、
．
：
…
有
王
名
螺
（
一
本
「
珂
」
、
い
ず
れ
も
明
ら
か
に
普
蔦
ｇ

の
訳
）
、
為
転
輪
王
、
聡
明
智
慧
・
…
：
有
四
種
軍
…
…
成
就
七
宝

．
…
・
・
彼
…
：
剃
除
鬚
髪
、
箸
袈
裟
衣
、
至
信
捨
家
、
無
家
学
道
。
．

．
：
於
現
法
中
、
自
知
自
覚
自
作
証
：
…
・
〉
。
時
に
＄
尊
者
阿
夷
膠

は
衆
中
に
在
っ
た
が
、
佛
に
向
っ
て
言
う
、
〈
世
尊
㈲
我
於
未
来

世
：
…
・
可
得
作
王
、
号
名
日
螺
・
・
・
…
至
信
捨
家
、
無
家
学
道
…
…

於
現
法
中
、
自
知
自
覚
自
作
証
。
：
：
〉
。
こ
れ
に
対
し
て
、
佛
は

い
っ
た
ん
阿
夷
侈
を
川
し
て
〈
汝
愚
擬
人
、
応
更
一
死
、
而
求
再

②終
…
．
：
〉
と
い
う
が
、
結
局
、
〈
阿
夷
侈
、
汝
於
未
来
久
遠
人
寿

八
万
歳
時
、
当
得
作
王
、
号
名
日
螺
：
．
…
〉
と
授
記
す
る
。
そ
し

て
次
に
、
〈
未
来
久
遠
人
寿
八
万
歳
時
、
当
有
佛
、
名
弥
勒
…
：
。
〉

と
弥
勒
佛
の
出
世
を
予
言
す
る
。
そ
の
時
、
尊
者
弥
勒
は
や
は
り

衆
中
に
在
っ
た
が
、
佛
を
礼
し
て
い
う
、
〈
世
尊
、
我
於
未
来
世

久
遠
人
寿
八
万
歳
時
、
可
得
成
佛
、
名
弥
勒
…
．
：
？
〉
。
佛
は
こ

れ
に
答
え
て
〈
弥
勒
、
汝
於
未
来
・
…
…
当
得
作
佛
…
…
〉
と
授
記
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す
る
。
次
い
で
、
阿
難
を
顧
み
て
、
〈
阿
難
、
汝
取
金
總
織
成
衣

来
‐
我
今
欲
与
弥
勒
比
丘
〉
と
い
い
、
阿
難
の
持
ち
来
っ
た
金
糸

の
衣
を
弥
勒
に
与
え
て
、
〈
弥
勒
、
汝
従
如
来
取
此
金
繧
織
成
之

衣
、
施
佛
法
衆
…
…
〉
と
訓
え
る
。
そ
こ
で
弥
勒
は
佛
・
法
・
僧

に
そ
れ
を
施
す
。
最
後
に
、
魔
波
旬
が
あ
ら
わ
れ
て
、
偶
を
説
い

て
佛
に
い
う
、
〈
彼
（
す
な
わ
ち
弥
勒
比
丘
）
必
定
当
得
、
容
貌
妙

第
一
、
華
鬘
婆
路
身
、
明
珠
侃
其
臂
、
若
在
難
頭
城
、
螺
王
境
界

③

中
〉
。
佛
は
こ
れ
に
応
え
て
、
〈
彼
必
定
当
得
、
無
伏
無
疑
惑
、
断

生
老
病
死
、
無
湘
所
作
詑
、
若
行
梵
行
者
、
弥
勒
境
界
中
〉
、
と
。

さ
ら
に
二
偶
づ
っ
の
往
復
が
あ
っ
て
魔
は
退
散
す
る
。
こ
の
最
後

の
挿
話
に
お
い
て
は
、
魔
は
弥
勒
比
丘
が
世
間
に
あ
っ
て
転
輪
王

た
ら
ん
こ
と
を
態
通
し
て
佛
道
を
〈
嶢
乱
〉
し
よ
う
と
す
る
の
で

あ
り
、
世
尊
は
そ
れ
を
退
け
て
弥
勒
の
出
世
間
者
と
し
て
正
等
覚

者
た
ら
ん
こ
と
を
期
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
新
ら
し
く
登
場
す
る
、
弥
勒
が
金
衣
を
受
け
る
と
い
う

話
も
、
経
律
の
上
に
広
く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
ず
、
マ
ッ

ジ
マ
。
’
一
カ
ー
ャ
第
一
四
二
ダ
ッ
キ
ナ
ー
．
、
〈
ン
ガ
経
、
そ
れ
に

相
当
す
る
中
阿
含
第
一
八
○
崔
曇
弥
経
、
別
訳
単
経
分
別
布
施
経
、

で
は
、
た
だ
、
マ
ハ
ー
。
〈
ジ
ャ
。
〈
テ
ィ
・
ゴ
ー
タ
ミ
ー
が
自
ら
織

っ
た
〈
一
揃
い
の
新
し
い
衣
〉
（
窪
曇
弥
経
だ
け
が
〈
新
金
純
黄
色
衣
〉

と
す
る
）
を
シ
ャ
ヵ
ム
’
一
佛
に
捧
げ
た
と
こ
ろ
、
佛
は
受
け
ず
、

そ
れ
を
比
丘
僧
伽
に
施
す
よ
う
に
訓
え
た
、
と
い
う
出
来
事
を
述

べ
、
そ
の
後
、
マ
〈
－
．
〈
ジ
ャ
。
〈
テ
ィ
の
捧
げ
た
衣
を
受
け
る
よ

う
に
と
取
り
倣
し
た
阿
難
に
対
し
て
佛
が
布
施
の
意
義
や
そ
の
種

類
を
説
く
こ
と
で
終
っ
て
い
る
。
五
分
律
巻
二
九
に
見
え
る
と
こ

ろ
で
は
、
摩
訶
波
闇
波
提
崔
曇
弥
は
佛
に
二
つ
の
新
衣
を
捧
げ
、

一
を
佛
が
受
け
一
を
僧
伽
に
施
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

ミ
リ
ン
ダ
。
ハ
ン
〈
に
も
こ
の
マ
ハ
ー
。
〈
ジ
ャ
。
〈
テ
ィ
が
新
衣
を
施

す
話
は
知
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
し
か
し
、
マ
〈

－
．
〈
ジ
ャ
。
〈
テ
ィ
が
衣
を
施
す
こ
と
と
弥
勒
な
る
一
比
丘
と
は
ま

だ
関
わ
り
が
無
い
。

雑
宝
蔵
経
巻
四
に
見
え
る
大
愛
道
施
佛
金
綾
織
成
衣
丼
穿
珠
師

縁
と
い
う
物
語
に
至
る
と
、
説
話
は
俄
か
に
発
展
す
る
。
〈
金
繧

織
成
衣
〉
を
上
っ
て
、
佛
に
そ
れ
を
僧
伽
に
施
す
よ
う
に
と
さ
と

さ
れ
た
大
愛
道
は
、
僧
中
に
到
っ
て
衣
を
捧
げ
た
。
な
か
な
か
そ

の
衣
を
取
る
人
が
無
か
っ
た
が
、
や
が
て
弥
勒
が
来
て
、
そ
れ
を

受
け
た
。
弥
勒
は
金
色
の
衣
を
着
け
て
城
中
に
入
っ
て
乞
食
し
た
。

〈
身
有
三
十
二
相
、
紫
磨
金
色
〉
で
衆
人
競
っ
て
弥
勒
を
看
る
も
、

食
を
施
す
人
と
て
は
無
か
っ
た
。
た
だ
一
人
の
〈
穿
珠
師
〉
が
あ

っ
て
弥
勒
を
家
に
招
じ
、
食
を
供
し
説
法
を
聞
い
た
。
彼
は
供
養

と
聴
聞
に
熱
心
に
な
っ
た
あ
ま
り
、
急
ぎ
の
註
文
で
あ
っ
た
珠
の

加
工
の
約
束
の
期
を
遅
ら
せ
て
註
文
を
取
消
さ
れ
て
し
ま
い
、
十
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万
金
の
損
失
を
招
い
た
。
穿
珠
師
の
妻
が
瞑
っ
て
夫
を
責
め
る
。

〈
其
夫
聞
已
、
意
中
恨
恨
〉
。
そ
こ
で
弥
勒
は
穿
珠
帥
を
精
舎
に
伴

い
、
供
養
と
聞
法
の
功
徳
の
万
金
に
代
え
難
い
こ
と
を
諸
上
座
比

丘
に
説
か
し
め
る
。
特
に
、
阿
雌
律
は
長
長
と
過
去
世
の
因
縁
謹

を
語
っ
て
、
比
丘
衆
へ
の
供
養
の
功
徳
の
大
な
る
こ
と
を
説
く
。

〈
時
、
穿
珠
師
聞
是
語
已
§
心
大
歓
喜
〉
、
で
物
語
は
了
る
。

こ
の
経
に
、
弥
勒
比
丘
が
〈
身
有
三
十
二
相
、
紫
磨
金
色
〉
で

あ
っ
た
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
は
、
発
智
論
巻
一
八
お
よ
び
そ
れ

に
対
す
る
註
釈
、
す
な
わ
ち
大
毘
婆
沙
論
巻
一
七
六
’
一
七
八
、

に
菩
薩
の
相
異
熟
業
に
関
し
て
述
《
へ
る
と
こ
ろ
に
注
意
せ
し
め
ら

れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
有
情
が
菩
提
心
を
発
し
て
不
退
転
で
あ

っ
て
も
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
は
菩
薩
と
名
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
の
有
情
は
〈
雌
於
菩
提
決
定
、
而
趣
未
決
定
〉
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
趣
も
亦
決
定
さ
れ
る
た
め
に
は
、
正
覚
者
と
し
て
具

備
す
今
へ
き
相
を
異
熟
す
る
た
め
の
業
を
〈
造
作
〉
し
〈
増
長
〉
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ま
、
慈
氏
菩
薩
の
場
合
、
シ
ャ
ヵ
ム
’
一

佛
の
弟
子
と
し
て
こ
こ
に
出
世
す
る
以
前
の
過
去
百
大
劫
に
お
い

て
、
す
で
に
相
異
熟
業
を
修
め
て
、
〈
除
金
色
相
業
、
余
皆
円
満
〉

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
残
っ
た
金
色
相
業
が
今
、
佛
に
よ
っ
て
満
た

さ
れ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
婆
沙
論
は
、
上
掲
の
説
本
経
を

（
経
名
は
挙
げ
な
い
が
）
長
長
と
此
処
に
引
い
て
、
慈
氏
に
金
色
の
衣

が
与
え
ら
れ
て
（
婆
沙
論
は
、
そ
れ
が
大
生
主
喬
答
弥
に
よ
っ
て
施
与

さ
れ
る
と
い
う
説
と
、
世
尊
の
命
に
よ
っ
て
阿
難
陀
が
そ
れ
を
覚
め
て
来

て
与
え
る
と
い
う
説
と
、
二
種
の
伝
承
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
）
、
慈

氏
が
そ
れ
を
佛
と
上
首
の
僧
と
に
奉
施
す
る
こ
と
が
、
慈
氏
の
菩

薩
と
し
て
必
須
の
金
色
相
業
を
満
た
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
、

と
説
い
て
い
る
。

賢
愚
経
巻
一
二
波
婆
離
品
は
、
明
ら
か
に
、
先
の
ス
ッ
タ
・
’
一

。
〈
１
タ
第
五
章
。
ハ
ー
ラ
ー
ャ
ナ
の
説
話
の
発
展
に
、
未
来
佛
弥
勒

に
つ
い
て
の
種
種
な
説
話
の
展
開
を
結
び
つ
け
、
い
わ
ば
、
こ
の

説
話
群
の
発
展
の
頂
点
に
立
つ
も
の
、
と
見
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
〈
婆
羅
捺
王
名
波
羅
摩
達
、
王
有
輔
相
、
生
一
男

児
…
…
号
日
弥
勒
：
．
：
国
王
聞
之
、
懐
催
言
日
、
念
此
小
児
：
．
…

註
①
倶
舎
論
三
○
、
五
右
。
そ
こ
に
は
経
名
は
出
さ
れ
な
い
が
、
シ
ャ

マ
タ
デ
ー
ヴ
の
倶
舎
論
註
に
、
そ
の
経
が
〈
中
阿
含
王
相
応
品
第
十

経
（
現
存
の
漢
訳
中
阿
含
経
で
は
第
九
経
）
勺
胃
＆
口
威
冨
働
口
国
‐

的
副
３
〉
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。

②
意
味
が
少
し
は
っ
き
り
し
な
い
。
古
来
世
時
経
で
は
〈
当
以
一
生

究
党
道
徳
而
反
更
求
周
旋
生
死
〉
と
あ
り
、
婆
沙
諭
一
七
八
で
は
〈
云

何
不
欲
一
死
而
求
再
死
？
〉
と
あ
る
。

③
古
来
世
時
経
で
は
〈
無
著
狐
疑
断
〉
と
あ
る
。

五

42



必
奪
我
位
…
…
、
即
勅
輔
相
「
聞
汝
有
子
、
容
相
有
異
、
汝
可
将

来
、
吾
欲
得
見
」
…
：
．
…
其
児
有
舅
名
波
婆
梨
、
在
波
利
弗
多
羅

甸
帥
冨
層
昇
３
国
、
為
彼
国
師
：
…
。
、
於
時
輔
相
、
憐
愛
其
子
、

朧
被
其
害
、
復
作
密
計
、
遣
人
乗
象
、
送
之
与
舅
、
舅
見
弥
勒
・
・
・

：
加
意
愛
養
：
…
・
其
年
漸
大
、
教
使
学
閥
・
…
・
〉
。
波
婆
梨
は
弥

勒
の
美
を
顕
場
す
る
た
め
に
斎
会
を
設
け
よ
う
と
し
て
、
一
弟
子

を
波
羅
捺
に
遣
わ
し
父
な
る
輔
相
に
財
を
乞
わ
し
め
た
。
そ
の
弟

子
は
途
中
で
、
シ
ャ
カ
ム
’
一
佛
の
噂
を
耳
に
し
、
行
っ
て
佛
に
ま

み
え
よ
う
と
い
う
心
を
起
し
、
佛
の
滞
在
す
る
地
へ
向
っ
た
が
そ

の
道
で
虎
に
倣
わ
れ
て
死
ん
だ
。
佛
に
ま
み
え
よ
う
と
願
っ
た
善

心
の
故
に
、
彼
は
天
に
生
れ
た
。
、
、
ハ
ー
ブ
リ
ー
は
私
財
を
投
じ
て

大
会
を
設
け
、
〈
諸
婆
羅
門
一
切
都
集
、
供
弁
鯖
繕
種
種
甘
美
、
設

会
已
詑
、
大
施
燵
噸
目
冨
冒
煙
一
人
各
得
五
百
金
銭
〉
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
〈
布
施
詑
寛
、
財
物
轄
尽
、
有
一
婆
羅
門
、
名
労
度
差

園
山
自
国
冨
酋
（
己
最
於
後
至
〉
し
て
五
百
金
の
喜
捨
を
求
め
、
￥
ハ

ー
ワ
リ
ー
の
謝
絶
に
遭
う
と
、
お
そ
ろ
し
い
呪
い
の
言
葉
を
残
し

て
去
っ
た
。
催
怖
す
る
毒
〈
１
ブ
リ
ー
の
前
に
、
先
の
弟
子
が
天
よ

り
降
下
し
て
現
わ
れ
、
佛
の
許
に
行
け
と
勧
め
る
。
そ
こ
で
寺
〈
Ｉ

ワ
リ
ー
は
〈
即
勅
弥
勒
等
十
六
人
往
見
崔
曇
〉
。
彼
ら
は
佛
所
に
到

っ
て
、
〈
時
弥
勒
等
．
…
・
深
生
敬
仰
・
・
・
…
佛
為
説
法
、
其
十
六
人

得
法
眼
浄
。
。
…
：
十
六
人
中
、
時
有
一
人
、
字
賓
祈
奇
、
是
波
婆

梨
姉
子
、
衆
人
即
遣
、
往
白
消
息
〉
。
》
ハ
ー
書
ワ
リ
ー
は
ピ
ン
ギ
ャ

の
報
告
を
聞
い
て
、
〈
長
脆
合
掌
、
向
王
舎
城
、
自
説
誠
言
「
・
・
．

．
：
世
尊
大
慈
、
予
知
人
心
、
唯
願
屈
神
、
来
見
接
済
：
：
：
」
、
於

時
如
来
、
遙
知
其
意
、
屈
伸
臂
頃
、
来
到
其
前
…
…
佛
為
説
法
、

逮
阿
那
含
〉
。

こ
こ
ま
で
は
、
。
〈
－
ラ
ー
ャ
ナ
の
説
話
の
少
し
ば
か
り
の
変
容

と
発
展
で
あ
る
が
、
こ
の
あ
と
‐
物
語
は
未
来
佛
弥
勒
の
説
話
に

結
び
つ
い
て
行
く
。
す
な
わ
ち
、
シ
ャ
ヵ
ム
’
一
佛
は
や
が
て
父
浄

飯
王
の
請
い
に
応
じ
て
迦
毘
羅
衛
城
に
赴
く
。
摩
訶
波
悶
波
提
怖

曇
弥
は
手
づ
か
ら
紡
ぎ
織
っ
た
〈
金
色
之
枇
〉
を
佛
に
捧
げ
る
。

以
下
、
雑
宝
蔵
経
に
見
え
る
と
同
じ
く
、
弥
勒
が
金
色
の
衣
を
受

け
る
こ
と
、
穿
珠
師
が
弥
勒
を
招
ず
る
こ
と
、
諸
上
座
が
穿
珠
師

の
た
め
に
比
丘
衆
へ
の
供
養
の
功
徳
の
大
な
る
こ
と
を
説
く
こ
と

が
説
か
れ
、
最
後
の
阿
那
律
の
説
く
過
去
世
の
因
縁
諄
が
終
る
と
、

そ
こ
へ
世
尊
が
来
臨
し
〈
汝
等
比
丘
、
説
過
去
事
、
我
復
次
説
当

来
之
世
〉
と
い
っ
て
；
佛
の
予
言
が
は
じ
ま
る
１
．
未
来
人
寿

八
万
四
千
歳
の
時
、
勝
伽
留
鳥
富
と
名
づ
け
る
転
輪
聖
王
の
世

に
〈
当
有
婆
羅
門
家
生
一
男
児
、
字
日
弥
勒
、
身
色
紫
金
三
十
二

相
衆
好
畢
満
、
光
明
殊
赫
〉
で
あ
ろ
う
。
彼
は
や
が
て
出
家
学
道

し
て
正
覚
を
成
じ
く
広
為
衆
生
、
転
尊
法
輪
〉
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
弥
勒
佛
の
三
会
の
転
法
輪
の
間
に
、
お
の
お
の
九
十
余
億
の
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衆
生
が
度
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
の
衆
生
は
み
な
今
こ

の
世
で
我
＄
シ
ャ
ヵ
ム
’
一
佛
、
の
法
に
遭
っ
て
福
を
植
え
た
も
の

で
あ
る
。
い
ま
三
宝
に
供
養
し
た
者
も
そ
の
縁
に
洩
れ
な
い
、
と
。

座
に
あ
っ
て
こ
れ
を
聞
い
た
弥
勒
比
丘
は
〈
願
作
彼
弥
勒
世
尊
〉

と
発
願
し
、
〈
汝
当
生
彼
為
弥
勒
如
来
〉
と
佛
の
授
記
を
得
る
。

つ
い
で
比
丘
阿
侍
多
が
く
我
願
作
彼
転
輪
之
王
〉
と
願
う
の
に
対

①

し
て
佛
の
答
え
は
〈
汝
但
長
夜
負
楽
生
死
、
不
規
出
耶
？
〉
と
あ

る
の
み
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
阿
侍
多
は
た
だ
佛
に
呵
せ
ら
れ

た
だ
け
で
あ
っ
て
そ
の
願
い
は
佛
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

よ
う
に
見
え
る
。
そ
し
て
こ
の
あ
と
、
物
語
は
、
こ
の
世
に
お
い

て
シ
ャ
ヵ
ム
’
一
佛
の
下
に
比
丘
た
る
弥
勒
が
、
未
来
の
世
に
同
じ

弥
勒
の
名
で
等
正
覚
者
た
る
こ
と
に
つ
い
て
、
人
人
が
不
審
を
い

だ
い
た
こ
と
＄
そ
れ
に
対
し
て
佛
の
説
明
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
穿

珠
師
が
無
上
正
真
道
に
意
を
発
し
た
こ
と
、
を
述
べ
て
完
結
し
て

い
る
Ｏ先

に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
わ
た
し
に
は
、
弥
勒
説
話
の
発
展
は

こ
の
物
語
を
も
っ
て
そ
の
頂
点
に
達
し
た
と
見
得
る
、
と
思
わ
れ

る
。
も
う
一
つ
、
学
者
に
よ
っ
て
注
意
さ
れ
て
い
る
、
ア
ジ
タ
と

弥
勒
と
が
同
一
視
さ
れ
る
現
象
ｌ
ヌ
ー
ブ
ス
ッ
に
既
に
〈
名

目
抑
目
騨
か
ら
す
れ
ば
シ
茸
冨
》
姓
碧
耳
騨
か
ら
す
れ
ば
旨
菖
時
①
瀞
〉

と
あ
り
、
法
華
経
や
無
量
寿
経
な
ど
の
有
力
な
大
乗
経
典
に
も
そ

の
同
一
視
が
見
ら
れ
、
後
期
の
。
〈
Ｉ
リ
佛
典
に
も
今
ノ
ジ
タ
と
名

づ
け
る
、
名
に
よ
れ
ば
メ
ッ
テ
イ
ヤ
と
い
う
、
両
足
尊
（
甫
目
の

昂
認
』
や
怠
）
〉
な
ど
と
現
わ
れ
、
シ
ナ
の
註
釈
書
に
も
〈
弥
勒

菩
薩
、
什
日
姓
也
、
阿
逸
多
字
也
（
僧
肇
・
注
維
摩
経
巻
一
）
〉
と
理

解
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
事
実
口
が
、
果
し
て
「
混
同
」
に
よ
る

も
の
か
ど
う
か
、
旨
９
吋
４
四
竺
詳
Ｐ
（
不
敗
者
弥
勒
）
の
称
呼
が

イ
ラ
ン
の
昌
詳
胃
四
の
○
］
目
ぐ
旨
言
い
（
征
服
し
得
ぬ
太
陽
た
る
ミ
ト

ラ
神
）
の
称
呼
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
も
の
か
、
な
ど
は
今
の

わ
た
し
の
判
断
の
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

註
①
「
出
〔
雛
〕
を
規
と
せ
ず
や
」
と
解
す
ゞ
へ
き
で
あ
ろ
う
。
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